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市
役
所
庁
舎
内
の
省
エ
ネ
対
策

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　
 
□問
 

管
財
課
11
７
２
４
・
２
１
６
５

ひ
な
た
村

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

【
①
ロ
ボ
ッ
ト
工
作
】

○
対
象　

中
学
生
で
２
日
間
と
も
参
加

で
き
る
方

○
日
時　

７
月　

日
（
祝
）
午
前　

時

１８

１０

〜
午
後
４
時
、
８
月　

日
（
土
）
午
前

２７

　

時
〜
午
後
４
時

１０○
内
容　

リ
モ
コ
ン
で
動
く
キ
ャ
タ
ピ

ラ
カ
ー
の
製
作
と
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
費
用　

３
５
０
０
円

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民
ホ
ー
ル（
1
７
２
８
・
４
３
０
０
）へ
。�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

　

デ
ビ
ュ
ー
ア
ル

バ
ム
の
「
歌
の
翼

に
」
の
記
録
的
な

大
ヒ
ッ
ト
。
８
歳

で
視
覚
障
が
い
者

と
な
り
な
が
ら

も
、
そ
の
す
ば
ら

し
い
演
奏
は
高
い

評
価
を
得
て
い
ま

す
。

○Ｃ ビクターエンターテインメント

　

み
ん
な
で
小
物
楽
器
（
カ
ス
タ
・
リ

コ
ー
ダ
ー
・
鈴
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

他
）
を
持
っ
て
き
て
ね
！
演
奏
家
と
舞

台
で
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
参
加
で
き
ま

す
。

※
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
参
加
さ
れ
る
方
は

午
後
１
時
に
練
習
の
た
め
ホ
ー
ル
受
付

へ
お
い
で
下
さ
い
。

８
月　

日
（
土
）

２７

午
後
２
時
開
演

５
０
０
円（

税
込
、
全
席
自
由
）

※
３
歳
以
下
無
料
。
た
だ
し
座
席
を
使

用
す
る
場
合
は
有
料
。

○
内
容　

音
楽
物
語
（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
）
＝
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
お
話
と
演

奏
で
お
届
け
し
ま
す
（
出
演　

松
本
康

子
、
佐
藤
靖
彦
）
▽
歌
の
ス
テ
ー
ジ

（
ジ
ブ
リ
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
）
＝

曲
目　

君
を
の
せ
て
、
カ
ン
ト
リ
ー
ロ

ー
ド
（
歌
＝
伊
藤
潤
一
郎
、
飯
森
恵

子
、
ピ
ア
ノ
＝
幡
野
友
香
、
マ
リ
ン
バ

＝
真
崎
佳
代
子
）
▽
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
も

う
！
＝
曲
目　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
、L

o
v
e
to
th
e
p
e
a

c
e

（
演
奏
＝
池
田
先
生
＆
お
洒
落

倶
楽
部
）

【
６
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

２３

３０

予
約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民

ホ
ー
ル
（
11
７
２
８
・
４
３
０
０
）
へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で
す
。

いい
ろろ
いい
ろろ
楽楽
器器

体体
験験
会会

８
月　

日
（
土
）

２７

１
回
目
＝
午
前　

時
〜　

時

１０

１１

２
回
目
＝
午
前　

時
〜
正
午

１１

○
対
象　

ド
ラ
ム
＝
小
学
１
年
生
以

上
、
フ
ル
ー
ト
＝
小
学
５
年
生
以
上
、

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
・
サ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
＝
小
学
４
年
生
以
上

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
に
希
望
の
楽
器

（
楽
器
を
お
持
ち
の
方
は
そ
の
楽
器
名

も
）
を
書
き
、
住
所
・
氏
名
・
学
年
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
７
月　

日
ま
で

３１

（
消
印
有
効
）
に
町
田
市
民
ホ
ー
ル

「
い
ろ
い
ろ
楽
器
体
験
会
」
係
（
〒　
１９４

－

０
０
２
２
、
森
野
２－

２－

　

）
３６

へ
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り

ま
す
。

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回第４回

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ夏休み
ここここここここここここここここここここここここここここここここどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももももももももももももももこども
音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭音楽祭

《
予
定
曲
目
》

　

タ
ル
テ
ィ
ー
ニ
＝
ソ
ナ
タ
ト
短
調

「
悪
魔
の
ト
リ
ル
」
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

＝
ウ
ィ
ー
ン
奇
想
曲
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ

ー
ン
＝
歌
の
翼
に
、
グ
ノ
ー
＝
ア
ヴ
ェ

・
マ
リ
ア

※
曲
目
等
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ

い
。

　

月
７
日
（
金
）

１０午
後
６
時　

分
開
演

３０

一
般
３
０
０
０
円

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で

き
ま
す
。

【
６
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

２２

３０

予
約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民

ホ
ー
ル
（
11
７
２
８
・
４
３
０
０
）
へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で
す
。

菜
種
油
し
ぼ
り
実
演

　

野
津
田
町
の
七
国
山
地
区
で
栽
培
し

て
い
る
菜
種
か
ら
、
菜
種
油
を
し
ぼ
り

ま
す
。

○
日
時　

６
月　

日
（
土
）
午
前　

時

２５

１０

〜
午
後
２
時

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

ホ
タ
ル
観
賞
会

　

自
然
豊
か
な
大
地
沢
で
ホ
タ
ル
を
観

賞
し
ま
し
ょ
う
。
良
好
な
里
山
環
境
の

象
徴
で
あ
る
ホ
タ
ル
を
通
し
て
、
人
間

と
生
き
も
の
と
の
共
生
を
考
え
ま
す
。

○
日
時　

７
月
２
日
（
土
）
①
午
後
７

時
〜
７
時　

分
②
午
後
７
時　

分
〜
８

４０

５０

時　

分
３０

○
会
場　

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

○
講
師　

日
本
ホ
タ
ル
の
会

○
定
員　

各
回
１
０
０
人
（
申
し
込
み

順
）

○
申
し
込
み　

６
月　

日
か
ら
電
話
で

２２

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
11
７
８
２

・
３
８
０
０
）
へ
。

○
送
迎　

相
原
駅
西
口
（
①
午
後
６
時

　

分
②
午
後
７
時　

分
）
と
大
地
沢
青

４０

３０

少
年
セ
ン
タ
ー
（
①
午
後
７
時　

分
②

５０

午
後
８
時　

分
）
の
間
を
運
行
し
ま

４０

す
。
バ
ス
の
定
員
は　

人
で
す
。

５５

※ここに掲載した催し物は、一般市民の入場可能な催し物（政治団体、宗教団体等が主催するものを除く）です。①定
員になり次第入場をお断りします。②内容等は変更する場合があります。③７月の休館日は４日、１９日です。

問い合わせ（11）主　　催入　場　料催　　し　　物時　間期日

７２２・８５４１「ひろしまの夏」
実行委員会

一　　　般　２，０００円
中学生以下　１，０００円

平和祈念コンサート
「ひろしまの夏」１８：３０～２０：３０１日

（金）

７２８・４３００町田市民ホール一　　　般　１，５００円
高校生以下　　５００円

仲道郁代
光のこどもたち

①１１：００～１２：３０
②１４：００～１５：３０

２日
（土）

７２２・２２５９町田フィル
ハーモニー交響楽団１，５００円町田フィルハーモニー交響楽団

創立３０周年記念サマーコンサート１４：００～１６：００３日
（日）

７２８・４３００町田市民ホール
売り切れ小椋桂「歌談の会」１８：３０～２０：３０８日

（金）

S席　４，５００円
A席　３，５００円

羽田健太郎Piano Fantasy 
with 赤木りえ１７：３０～１９：３０９日

（土）

７２２・３３０２スガナミ楽器
町田支店無　料スガナミ楽器ピアノ合同発表会①１０：３０～

②１３：１５～
１０日
（日）

７２４・２５３７町田市福祉総務課申し込み制第５５回「社会を明るくする運動」町田大会
「夜回り先生」がやってくる！１３：３０～１６：００１４日

（木）

７２８・８５６１町田カッパ友の会２，０００円劇団カッパ座
ピノキオ・にこにこハーモニー１８：３０～２０：３０１５日

（金）

町田市民ホール　７月前半の催し物 □問 町田市民ホール11７２８・４３００

○
出
演　

岩
花
秀
文
（
フ
ル
ー
ト
）
、

日
置
寿
美
子
（
ピ
ア
ノ
）

《
予
定
曲
目
》

シ
ョ
パ
ン
＝
雨
だ
れ
（
「　

の
前

２４

奏
曲　

」
）
よ
り
、
ス
ケ
ル
ツ
ォ

op.28

第
２
番　

ほ
か
、
パ
ル
ト
ー
ク
＝

op.31

　

の
ハ
ン
ガ
リ
ー
農
民
歌
、
フ
ァ

１５リ
ャ
「
火
祭
り
の
踊
り
」
ほ
か

７
月　

日
（
土
）

２３

午
後
２
時
開
演

○
会
場　

堺
市
民
セ
ン
タ
ー
（
定

員
２
５
０
人
、
全
席
自
由
）

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入

場
で
き
ま
す
。

【
６
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら

２３

３０

町
田
市
民
ホ
ー
ル
、
堺
市
民
セ
ン
タ
ー

で
入
場
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
（
入
場

無
料
）
】

堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺堺
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

堺
市
民
セ
ン
タ
ー
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
））））））））））））））））））））））））））））））））町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

（
財
）町
田
市
文
化
・
国
際
交
流
財
団
共
催
事
業

ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
ああああああああああああああああああああああああああああああああ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ササササササササササササササササササササササササササササササササ
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ココココココココココココココココココココココココココココココココ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ササササササササササササササササササササササササササササササササ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
００００００００００００００００００００００００００００００００
００００００００００００００００００００００００００００００００
５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５

ふ
れ
あ
い
・
サ
タ
デ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
５

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
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イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

フ
ル
ー
ト
＆
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」

　

「
私
た
ち
も
防
犯
活
動
に
一
役
を
」

と
５
月　

日
に
、
東
京
ガ
ス
（
株
）
神

２５

奈
川
西
支
店
（
相
模
原
市
相
模
大
野
）

で
、
町
田
警
察
署
や
市
の
関
係
者
が
出

席
し
て
防
犯
腕
章
着
用
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

腕
章
を
着
用
す
る
の
は
東
京
ガ
ス
グ

ル
ー
プ
の
職
員　

人
の
皆
さ
ん
。
検
針

２２

や
料
金
徴
収
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
各
家

庭
を
訪
問
す
る
こ
と
か
ら
「
併
せ
て
防

犯
に
も
目
を
光
ら
せ
て
欲
し
い
」
と
の

飯
田
町
田
警
察
署
長
か
ら
の
申
し
出
を

快
諾
し
た
も
の
で
す
。

　

着
用
式
で
は
中
野
神
奈
川
西
支
店
長

か
ら
「
町
田
市
民
の
皆
さ
ん
に
ガ
ス
を

通
じ
て
安
全
・
安
心
を
お
届
け
し
た

い
」
と
防
犯
腕
章
を
手
渡
さ
れ
、
職
員

代
表
は
「
ぜ
ひ
期
待
に
応
え
て
行
き
た

い
、
気
持
ち
が
引
き
締
ま
り
ま
す
」
と

早
速
腕
章
を
着
用
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
町
田
警
察
署
か
ら
の
防
犯

講
話
を
受
け
て
散
会
し
ま
し
た
。

□問
 

安
全
対
策
課
11
７
２
４
・
３
２
５
４

東
京
ガ
ス
も
防
犯
に
一
役

子
ど
も
サ
ー
ク
ル
リ
ー
ダ
ー

継

続

研

修

会

【
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
遊
ぼ
う
〜
作
り

方
と
演
じ
方
〜
】

　

様
々
な
形
で
子
ど
も
と
関
わ
っ
て
い

る
リ
ー
ダ
ー
（
ま
た
は
目
指
す
人
）
を

対
象
と
す
る
研
修
会
で
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１８

川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川

畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠

成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道

川　

畠　

成　

道
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オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
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リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ササササササササササササササササササササササササササササササササ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル

川畠成道

岩花秀文 日置寿美子

【
②
ぶ
ら
っ
と
工
作
デ
ー
】

○
対
象　

小
・
中
学
生
と
そ
の
家
族

○
日
時　

７
月　

日
（
祝
）
午
後
１
時

１８

〜
４
時

○
内
容　

プ
ラ
バ
ン
モ
ビ
ー
ル

○
費
用　
　

円
５０

◇

○
会
場　

ひ
な
た
村

○
申
し
込
み　

①
は
６
月　

日
午
前　

２２

１０

時
か
ら
電
話
で
ひ
な
た
村
（
11
７
２
２

・
５
７
３
６
）
へ
、
②
は
直
接
会
場
へ

お
い
で
下
さ
い
。

つ
る
っ
こ
乳
幼
児
プ
ロ
グ
ラ
ム

ぽ
っ
ぷ
ん
た
い
む

　

親
子
で
体
操
や
遊
び
で
、
は
じ
け
る

よ
う
な
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。

　

動
き
や
す
い
服
装
で
直
接
会
場
へ
お

い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

○
日
時　

毎
週
水
曜
日
午
前　

時
〜　

１１

１１

時　

分
３０

□問
 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ
11
７
０

８
・
０
２
３
６

※
当
日
は
、
菜
種
油
を
１
本
８
０
０
円

で
午
前
９
時　

分
か
ら
販
売
し
ま
す

３０

（
５
０
０　

入
。　

本
の
販
売
予
定
）。

ml

５５

○
会
場　

ふ
る
さ
と
農
具
館

○
交
通　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ビ
ル
先　

番
乗
り
場
か
ら
、
本
町
田

２１

経
由
野
津
田
車
庫
行
き
、
ま
た
は
鶴
川

駅
行
き
バ
ス
で
「
薬
師
ケ
丘
」
下
車
、

徒
歩　

分
１０

※
車
で
お
い
で
の
方
は
、
薬
師
池
公
園

駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

ふ
る
さ
と
農
具
館
11
７
３
６
・
８
３

８
０

○
日
時　

第
１
回
＝
７
月
８
日
（
金
）、

第
２
回
＝
７
月　

日
（
金
）
い
ず
れ
も

１５

午
後
６
時　

分
〜
９
時

４５

○
会
場　

森
野
分
庁
舎
４
階

○
内
容　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等

○
講
師　

全
国
子
ど
も
会
連
合
会
事
務

局
次
長
・
小
沢
正
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
ほ
か
、

２
回
分
、
当
日
徴
収
）

※
１
回
の
み
の
参
加
も
同
額
で
す
。

○
申
し
込
み　

電
話
で
児
童
青
少
年
課

（
11
７
２
４
・
２
１
８
２
）
へ
。

無料無料

ま
ち
の
安
全 

心
の
安
心
（
入
選
標
語
か
ら
）

５
月　

日
に
防
犯
腕
章
着
用
式

２５

２００５．　．　（　） ６ ２１４

市
役
所
庁
舎
内
の
省
エ
ネ
対
策

市
職
員
は
軽
装（
半
袖
や
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
）で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し

。　
  

11
７
２
４
・
２
１
６
５

ピーポくんピーポくん�

町田情報町田情報�
ピーポくん�

町田情報�

町
田
警
察
署
生
活
安
全
課
1
７
２
２
・
０
１
１
０

町
田
市
安
全
対
策
課
1
７
２
４
・
３
２
５
４

　

平
成　

年
中
、
全
国
で
発
生
し
た
刑

１４

法
犯
罪
の
認
知
件
数
は
約
２
８
５
万
件

に
達
し
、
７
年
連
続
で
戦
後
最
悪
を
更

新
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
に
は
約
２
７
９
万
件
と
わ

１５

ず
か
に
減
少
し
、
増
加
傾
向
に
歯
止
め

が
か
か
っ
た
も
の
の
、
い
ま
だ
に
治
安

情
勢
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

都
の
平
成
９
年
か
ら
平
成　

年
ま
で

１４

の
刑
法
犯
罪
認
知
件
数
も
同
様
に
増
加

の
一
途
を
た
ど
り
、
平
成　

年
は
過
去

１４

最
悪
の　

万
１
９
１
３
件
に
達
し
ま
し

３０

た
。

　

そ
こ
で
警
視
庁
で
は
、
平
成　

年
を

１５

「
治
安
回
復
元
年
」
と
位
置
付
け
、
強

盗
・
侵
入
窃
盗
・
ひ
っ
た
く
り
・
性
犯

罪
を
最
重
点
と
し
て
平
成　

年
ま
で
の

１７

３
年
間
で
治
安
水
準
を　

年
前
（
平
成

１０

４
年　

万
１
０
０
９
件
）
に
戻
す
こ
と

２４

を
目
標
に
、
犯
罪
抑
止
の
た
め
に
総
力

を
結
集
し
て
総
合
対
策
を
推
進
し
、
そ

の
結
果
、
平
成　

年
に
は
０
・
８
％
減
、

１５

平
成　

年
に
は
更
に
５
・
４
％
減
少
し

１６

て　

万
３
３
２
６
件
に
な
り
ま
し
た
。

２８

　

町
田
市
の
場
合
は
ど
う
か
と
い
う

と
、
図
の
と
お
り
、
平
成　

年
か
ら
平

１０

成　

年
ま
で
は
や
は
り
犯
罪
は
増
加
し

１２
て
い
ま
す
が
、
平
成　

年
か
ら
は
減
少

１３

に
転
じ
、
平
成　

年
ま
で
順
調
に
減
少

１６

傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
本
年
（
平
成　

年
）
の
１
月
か

１７

ら
４
月
ま
で
の
市
内
刑
法
犯
罪
認
知
件

数
は
２
２
３
４
件
で
、
平
成　

年
の
同

１６

期
比
で
は
４
９
６
件
減
少
し
、
過
去
４

年
間
の
同
期
比
件
数
と
比
較
す
る
と
最

低
の
件
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
犯
罪
減
少
の
背
景

に
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
地
域
の
皆
さ

ん
の
大
き
な
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
は
�
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
ろ
う
�
を
合
言
葉
に
、
市
内

各
地
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
立
ち
上

が
り
、
昼
夜
の
区
別
な
く
皆
さ
ん
が
一

丸
と
な
っ
て
犯
罪
か
ら
地
域
を
守
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
官
公
庁
や
民
間
企
業

年
金
受
給
者
の

住
所
変
更
に
つ
い
て

　

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
が
市
内
に

転
入
さ
れ
た
時
や
、
市
内
で
転
居
し
た

場
合
、
地
番
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
な

ど
に
は
、
社
会
保
険
事
務
所
（
共
済
年

金
の
方
は
各
共
済
組
合
）
に
「
年
金
受

給
権
者
住
所
変
更
届
」
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
厚
生
年
金
・
国
民
年
金

受
給
権
者
の
届
出
用
紙
は
、
市
役
所
・

各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

受

審

説

明

会

　

市
で
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者

に
対
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

の
受
審
を
支
援
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
事
業
者
向
け
の
説
明
会
で

す
が
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
福
祉
総
務
課
（
11
７
２
４
・
２
１

３
３
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７
）
へ
ご

連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　

６
月　

日
（
木
）
午
後
６
時

３０

　

分
か
ら

３０○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

ひ
な
た
村
利
用
予
約

【
カ
リ
ヨ
ン
ホ
ー
ル
】

　

２
０
０
６
年
１
月
分
の
カ
リ
ヨ
ン
ホ

ー
ル
利
用
者
の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

７
月
３
日
（
日
）
午
前
９
時
ま
で
に
使

用
料
金
を
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
お
持

ち
に
な
り
、
ひ
な
た
村
へ
お
い
で
下
さ

い
。

　

な
お
、　

日
・　

日
・　

日
・　

日

１３

１６

２０

２３

・　

日
午
前
、　

日
午
前
午
後
は
主
催

２７

２２

事
業
等
の
た
め
、
１
〜
４
日
は
休
村
日

の
た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
同
ホ
ー
ル
で
は
、
金
銭
を
徴
収
し
て

の
催
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
】

　

９
月
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
７
月
３

日
（
日
）
午
前　

時
ま
で
に
ひ
な
た
村

１０

へ
お
い
で
下
さ
い
。

　

な
お
、
３
日
は
主
催
事
業
等
の
た
め

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

小

・

中

学

校

教
科
用
図
書
展
示
会

　

今
年
度
は
２
０
０
６
年
度
以
降
に
使

用
す
る
中
学
校
教
科
用
図
書
の
採
択
の

年
で
す
。
適
正
な
採
択
が
行
わ
れ
る
よ

う
教
科
用
図
書
の
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
広
く
市
民
の
方
々
に

直
接
教
科
用
図
書
を
見
て
い
た
だ
き
、

同
時
に
２
０
０
５
年
度
使
用
の
小
学
校

教
科
用
図
書
も
展
示
し
ま
す
。

【
町
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
】

○
開
催
期
間
・
時
間　

７
月
６
日

（
水
）
ま
で
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

生
ご
み
堆
肥
化
を
上
手
に
行
う

勉

強

会

　

生
ご
み
の
資
源
化
（
堆
肥
化
）
を
全

市
的
に
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
、
生
ご

み
の
堆
肥
化
を
実
践
し
て
い
る
方
、
新

た
に
堆
肥
化
を
実
践
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
「
生
ご
み
を

ど
う
し
た
ら
土
に
か
え
せ
る
か
」
を
テ

ー
マ
に
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
回

は
、
一
番
自
然
な
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
で

す
が
、
反
面
、
難
し
さ
が
あ
る
地
上
型

堆
肥
化
容
器
を
中
心
と
し
た
生
ご
み
堆

肥
化
の
勉
強
会
で
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

７
月
２
日
（
土
）
午
後
１
時

　

分
〜
４
時　

分
（
予
定
）

３０

４０

○
会
場　

町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン

タ
ー

○
内
容　

地
上
型
堆
肥
化
容
器
を
中
心

と
し
た
堆
肥
化
の
具
体
的
方
法
等

○
講
師　
（
特
）
有
機
農
産
物
普
及
・

堆
肥
化
推
進
協
会
事
務
局
長
・
会
田
節

子
氏

□問
 

ご
み
減
量
課
11
７
９
７
・
０
５
３
０

に
考
え
て
い
く
も
の
で
す
。

　

希
望
す
る
方
は
、
次
の
日
時
の
い
ず

れ
か
で
、
直
接
受
付
会
場
へ
お
い
で
下

さ
い
。

※
７
月
４
日
（
月
）
午
前　

時
か
ら
事

１０

前
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

○
受
付
日
時　

７
月
７
日
（
木
）
、

　

日
（
月
）
、　

日
（
木
）
、　

日

１１

２１

２６

（
火
）
、　

日
（
金
）
、
８
月
４
日

２９

（
木
）
、　

日
（
水
）
、　

日
（
月
）

１０

２２

　

２
０
０
６
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
児
童
で
、
何
ら
か
の
障
が
い
や
発

達
の
遅
れ
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
た
め
の

「
就
学
相
談
」
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

　

こ
の
相
談
は
、
町
田
市
障
が
い
児
就

学
相
談
委
員
会
に
よ
る
相
談
会
（
９
〜

　

月
に
実
施
予
定
）
を
通
し
て
、
児
童

１１の
就
学
に
つ
い
て
保
護
者
の
方
と
と
も

就

学

相

談

障
が
い
の
あ
る
児
童
の
た
め
の

に
よ
る
防
犯
啓
発
活
動
も
犯
罪
抑
止
の

大
き
な
効
果
と
し
て
表
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
官
民
一
体
と
な

っ
た
防
犯
活
動
が
功
を
奏
し
た
も
の

で
、
今
後
も
更
に
地
道
な
活
動
を
続
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
の
更
な
る
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
利
用
下
さ
い
補
助
金
制
度

　

市
で
は
、
町
内
会
・
自
治
会
に
よ
る

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
立
ち
上
げ
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
立
ち

上
げ
た
い
、
あ
る
い
は
自
主
的
に
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
は
し
て
い
る
も
の
の
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
用
品
が
な
い
、
な
ど
の
団

体
に
つ
い
て
は
市
の
補
助
金
制
度
も
利

用
で
き
ま
す
の
で
、
安
全
対
策
課
（
11

７
２
４
・
３
２
５
４
）
へ
ご
相
談
下
さ

い
。

※
犯
罪
認
知
件
数
は
町
田
警
察
署
か
ら

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

写
真
や
印
刷

技
術
が
発
展
し

て
い
な
か
っ
た

時
代
、
同
じ
絵

を
何
枚
も
作
る

た
め
に
は
、
版

画
の
技
術
が
用

い
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
本
の
挿

し
絵
、
祈
り
を

込
め
た
お
札
、
切
り
ぬ
い
て
遊
ぶ
紙
人

形
、
ニ
ュ
ー
ス
を
お
も
し
ろ
お
か
し
く

伝
え
る
絵
入
り
新
聞
…
版
画
で
作
ら
れ

た
こ
う
し
た
も
の
が
、
人
々
の
暮
ら
し

を
彩
り
、
生
活
の
中
に
根
を
お
ろ
し
て

い
た
の
で
す
。
そ
こ
に
は
、
芸
術
作
品

と
し
て
つ
く
ら
れ
た
版
画
と
は
ま
た
ち

が
う
、
素
朴
な
味
わ
い
や
力
強
い
表
現

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
存

在
す
る
、
こ
う
し
た
版
画
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
日
本
の
作
例
で
は
、
あ
つ
い
信

仰
心
の
た
ま
も
の
で
あ
る
仏
教
版
画
や

江
戸
時
代
の
絵
本
、
明
治
時
代
に
流
行

し
た
ニ
ュ
ー
ス
性
の
強
い
錦
絵
、
中
国

で
は
お
正
月
に
飾
る
お
め
で
た
い
画
題

の
年
画
な
ど
、
ま
た
西
洋
で
は
、
多
色

刷
り
の
絵
本
や
人
々
の
笑
い
を
さ
そ
っ

た
諷
刺
画
、
民
衆
版
画
や
ポ
ス
タ
ー
な

ど
、
合
計
約
１
６
０
点
を
展
示
し
ま

す
。
現
代
も
な
お
私
た
ち
の
心
を
と
ら

え
て
放
さ
な
い
、
「
暮
ら
し
の
版
画
」

の
魅
力
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

○
期
間　

６
月　

日
（
土
）
〜
９
月　

２５

２５

国
際
版
画
美
術
館
の
催
し�

国
際
版
画
美
術
館
の
催
し�

問�

「
暮
ら
し
の
版
画
」
展
〜
毎
日
を
楽
し
む
た
め
に
〜

日
（
日
）

※
月
曜
休
館
。
た
だ
し
、
７
月　

日
１８

（
祝
）
・
９
月　

日
（
祝
）
は
開
館
、

１９

７
月　

日
（
火
）
・
９
月　

日
（
火
）

１９

２０

は
休
館
。

○
会
場　

同
館
企
画
展
示
室
１

○
観
覧
料　

一
般
４
０
０
円
、
高
校
生

・
大
学
生
・　

歳
以
上
の
方
２
０
０

６５

円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
初
日
（
６
月　

日
）
は
無
料
。

２５

○
開
館
時
間　

火
〜
金
曜
日
＝
午
前　
１０

時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時　
３０

分
ま
で
）
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
＝
午

前　

時
〜
午
後
５
時　

分
（
入
館
は
午

１０

３０

後
５
時
ま
で
）

【
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
】

○
日
時　

７
月
３
日
、　

日
、
８
月
７

２４

日
、　

日
、
９
月
４
日
、　

日
（
い
ず

２８

１１

れ
も
日
曜
日
）
午
後
２
時
か
ら
（　

分
３０

程
度
）
、
観
覧
券
を
ご
用
意
の
う
え
、

２
階
展
示
室
入
口
に
お
集
ま
り
下
さ

い
。

※
事
前
申
し
込
み
不
要
、
参
加
無
料
。

【
同
時
開
催　

版
画
い
ろ
い
ろ
＋
小
特

集
拡
大
版
「
小
さ
い
版
画
・
大
き
い
版

画
」
】

○
会
場　

同
館
常
設
展
示
室
、
企
画
展

示
室
２

思
い
や
り 

み
ん
な
の
心
が 

か
よ
う
町

（
入
選
標
語
か
ら
）

犯

罪

は

確

実

に

減
少
し
て
い
ま
す

「へんてこＡＢＣ」１８９７年刊　木口木版
ウォルター・クレイン（１８４５～１９１５）

図２　市内刑法犯罪認知件数
１～４月同期比（平成１３～１７年）
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午
前
９
時
〜　

時　

分
、
午
後
１
時　

１１

３０

３０

分
〜
４
時

※
い
ず
れ
の
日
も
都
合
の
悪
い
方
は
、

８
月　

日
ま
で
に
電
話
で
ご
連
絡
下
さ

１２

い
。

○
受
付
会
場　

市
役
所
森
野
分
庁
舎
４

階
会
議
室

※
母
子
手
帳
、
愛
の
手
帳
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
あ
る
方
は
お
持
ち
下
さ
い
。

お
子
さ
ん
は
同
伴
で
な
く
て
結
構
で

す
。

※
中
学
校
進
学
に
つ
い
て
の
相
談
申
し

込
み
は
、
各
小
学
校
を
通
じ
て
受
け
付

け
ま
す
。
な
お
、
私
立
小
学
校
等
に
在

学
で
、
都
立
盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校
ま

た
は
市
立
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る

障
が
い
学
級
へ
の
進
学
を
お
考
え
の
方

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

指
導
課
就
学
相
談
係
11
７
２
４
・
２

１
８
０

「
社
会
市
場
形
成
に
関
す
る
調
査
研
究

報
告
書
」
を

発
行
し
ま
し
た

　

地
域
社
会
の
様
々
な
担
い
手
た
ち
が

と
も
に
「
公
共
」
を
つ
く
る
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
交
換
の
場
で
あ

る
「
社
会
市
場
」
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
庁
内
で
調
査
・
研
究
を
行
っ
た
成

果
を
報
告
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

報
告
書
で
は
、
社
会
市
場
の
必
要
性

や
形
成
の
可
能
性
、
地
域
通
貨
の
活
用

方
策
に
つ
い
て
述
べ
、
社
会
市
場
で
の

活
動
の
た
め
の
共
通
基
盤
（
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
）
の
モ
デ
ル
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

※
土
・
日
曜
日
は
お
休
み
で
す
。

○
住
所　

木
曽
町
７
１
３－

２

【
市
役
所
森
野
分
庁
舎
４
階
会
議
室

Ａ
】

○
開
催
期
間
・
時
間　

７
月
５
日

（
火
）
ま
で
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

※
水
・
土
曜
日
は
お
休
み
で
す
。

○
住
所　

森
野
１－

　

－

　
３３

１０

□問
 

町
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
11
７
９
３
・

２
４
８
１

□問
 

八
王
子
社
会
保
険
事
務
所
11
０
４
２

６
・　

・
３
５
１
１
、
町
田
市
国
保
年

２６

金
課
11
７
２
４
・
２
１
２
７

　

本
報
告
書
は
、
市
政
情
報
「
や
ま
び

こ
」
及
び
各
市
立
図
書
館
で
閲
覧
で

き
ま
す
。
ま
た
販
売
（
１
部
７
０
０

円
）
は
市
政
情
報
「
や
ま
び
こ
」
（
中

町
分
庁
舎
１
階
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

□問
 

政
策
審
議
室
11
７
２
４
・
２
５
０
３

る
の
は
１
日
１
団
体
の
み
で
す
。

※
ひ
な
た
村
は
、
毎
週
火
曜
日
、
祝
日

の
翌
日
が
お
休
み
で
す
。

□問
 

ひ
な
た
村
11
７
２
２
・
５
７
３
６

図１　市内刑法犯罪認知件数推移
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